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研究成果概要 

 H26年度は，信越化学の低温用ゴム（KE－136Y）のシートを作成し，その低温におけ

る機械的性質を調べた．測定には，熱機械分析装置と銅的分析装置を用いた．前者は，

荷重を加えた際の縮を，温度を変えながら測定するものであり，後者は，試験片を引っ

張った状態で振動させ，固さと振動の減衰を測定する装置である． 

 測定の結果，このゴムシートのガラス転位点は－115℃であり，XMASS で使用する温

度（－100℃）よりも低いことが分かった．これは，－100℃においても，ゴムとしての

しなやかさが失われてしまってはいないことを示している． 

 しかし，Storage modulus は 0℃から―100℃で，5x106 Paから 1x108 Paへと増加し

た（最高値は －86℃での 4x108 Pa）．通常のゴムは 106~7Paであるから，温度の低下に

よって「固くなった」と言える． 

  今後は，この固さが使用目的に適うか，即ち，O-ring のようなパッキング材として実

用可能かを調べる必要がある． 
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